第三レベル感覚表現の認知過程 ： ジョン・キーツを中心に by 橘髙, 眞一郎





認知言語学 (cognitve linguistics) では、人間の精神は身体的感覚に深く根ざし
ていると考えている。身体的感覚とは人間の五感 (five bodily sense) 、即ち、視覚
(sigh t)、聴覚 (hearing) 、嘆覚 (smel) 、味覚 (taste) 、触覚 (touch) である。人










































これは、 fragnt-eyd (匂い立つ目をした:嘆覚+視覚)やcold colrs (冷たい色:触覚+
視覚)のように、本来異なる感覚に属する表現を一緒に用いた比町量的な感覚表現で、メタファ






























































John Keats (1795-182 1)は、ロマン派を代表する詩人である。ロマン派詩人の特徴は、
自己の感覚や創造力を重んじる点にある。このことは、よく引用される彼の'0 for a Life of 
Sensations rather than of Thougts!' (13) (思惟の生よりも感性の生を!)という言葉に端的
に表れている。加賀によれば、 Keats の作品の特徴は、奇抜な感覚表現 (e.g gold breath ， 
early sobing of the morn ， fruit ripenig in stilnes) 、感覚を表す複合形容調 (e.g dew-
lip'd rose ， soft-conhed ear ， rainbow-side fish ， blush-tinted cheks ， soft-toned reply ， 
fragrant-cuti'd love) 、感覚を暗示する抽象的表現 (e.g hurying freshnes ， sweling 
leafines ， glory wavines ， melow fruitfulnes) などの感覚表現を密集させたり、五感を使
った人間の内面や感情の表現 (e.g purle riot ， rudy strife of hearts and lips ， in blind 
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は、'Ode to Psyche' (1819) ，‘Ode to a Grecian Urn' (189) ，‘Ode to a Nightingale' (1819) ， 
‘Ode on Melanchoy' (1819) ，‘Ode on Indolence' (1819) ， 'To Autmn' (1819) の 6 点(以下



















視覚 聴覚 嘆覚 味覚 触覚
Psyche 31 (40%) 29(37%) 7(9%) 2( 3%) 9 (1l%) 
Urn 6(13%) 3(72%) 0(0%) 4( 9%) 3( 7%) 
Nightingale 36(45%) 25 (31%) 2(3%) 4( 5%) 13 (16%) 
Melancholy 13(46%) 3(1l%) 0(0%) 9(32%) 3(1l%) 
lndolence 28(58%) 9 (19%) 0(0%) 2( 4%) 9(19%) 









語句レベルで見ると、 Keats のパラッドの傑作'La Bele Dame san Merci' (1819) の'1 se a 





基調とするUrn (聴覚72%) や1ndolec (視覚58%) を除けば、感覚表現は、 Melanchoy
(図1)では、視覚 (46%) から味覚 (32%) へという奇抜な融合をしているし、 Nightn 句
gale (図 2)では、視覚 (45%) から聴覚 (31%) へと融合している。 Psyche (図 3)では、
視覚 (40%) と聴覚 (37%) が全体にE って融合し、 Autumn (図 4 )では、触覚 (29%) か
ら視覚 (29%) へ、聴覚 (36%) へと目まぐるしい融合を見せている。こうした感覚の融合は、
例えば、視覚から味覚への奇抜な融合を示すMelanchoy では、遠くのもの(遠感覚)が次第
に近づく(皮膚感覚)物語性(幻想→現実)が感じられ、 Keats の悲劇的心情が読み取れる (1ヘ























|図柑t 回岡山 l E




































図 3. Psyche (sight とhearing の並立)
(図 3. のline による区切りは筆者)
図 4. Autmn (touch →sight →hearing) 
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3.第三レベル感覚表現の認知過程
Keats の詩において、感覚表現のレベルはどのように分布し、その分布がどのような効果を
生じているのだろうか。まずーっの感覚だけを基調にしたUrn (表 2 )と Indolenc (表 3) 
の 3 つのレベルの感覚表現の分布状況を示す。感覚が単独のほうが分析しやすいからである。
(以後、第一レベル感覚表現はレベル 1、第二レベル感覚表現はレベル 2、第三レベル感覚表
現はレベル 3 と略記。下の各表の S はstanz 、 L はline 、数字は感覚表現のレベルを示す。)
表 2 Grecian Urn [hearing] 
L 1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 
S 1 1 1 2 3 ，1，3 3 3 3，3 
S 2 2 ，3，2 3 ，2 3 2 ，3，2 3 3 
S 3 2 2，3 1，2 
S 4 
S 5 1 3 3 2 
[lJ quietnes ， silence ， silent ， swetly [2J bid ， breathing ， expres ， hear ， low at ， pipe(v.) ， play on ， say ， teU ， 
tone ，unheard [3J dity ， ear ， griev ， legnd ， melodist ， melody ， pastoral ， pipe(n.) ， rhyme ， song ， strugle ， 
tale ， timbrel ， woe
表 3 lndoec (sight) 
L 1 L 2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L10 
S 1 2 1 2 2，3 1 
S 2 3 1 3 
S 3 3 1 3，3 
S 4 3 1 3 
S 5 1 3，3 3 
S 6 3，3 3，3 3 ，3，3 3 
」
[lJ dep ， dim ， little ， pale ， white [2J se ， sen [3J beam ， day ， ey ， evnig ， fade ， faint ， night ， shade ， 
shadow ， vanish ， vision ， watchful 
Urn ではレベル 1 と2 に取り固まれるようにしてレベル 3が存在する。レベル 3 は、本来、
感覚を表す語ではないが、レベル 1 と2 の語に取り固まれることによって感覚表現として認知
される。池上は，'The earliest pie of half-awken'd birds' (Tenyson) という表現にある
pie の「管楽器」という意味はそこから出る「調べ」、「発声器官」という意味はそこから出る
「声」という関連性を保ちながら、文脈から抽象的な鳥の「噌り」という意味にずらされてい
る(20) と述べているが、レベル 3 は換轍 (metonymy) により感覚表現としての意味を獲得する。





Thou still unravish'd bride of quietnes ， 
Thou foster-child of silence and slow time ， 
Sylvan historian ， who canst thus ex: ρres 
A flowery tale more swetly than our rhyme: 
What leaf-fring'd legnd haunts about thy shape 
Of deities or mortals ， or of both ， 
In Tempe or the dales of Arcady? 






Wh at mad pursuit? What strugle to escape? レベル3 足掻き
Whai ρipes and timbrels? What wild ecstasy? レベル3，3笛、小太鼓




これに対し、 Indolenc はレベル 3 を感覚表現と認知するための前提となるレベル 1、 2が




One morn befor me wer thre figures sen ， 
With bowed necks ， and joined hands ， side-fac; 
And one behind the other stepd sern ， 
In placid sandls ， and in white robes graced ; 
They pased ， like figures on a marble urn ， 
When shifted round to se the other side ; 
They came agin; as when the urn once more 
Is shifted round ， the first sen shades return ; 
And they wer strange to me ， as may betide 
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の意味のずれが明確に感じられない)からであろう。もっとも、 Keats はこの詩の創作につい
て、私信で'This mornig 1 am in a sort of tempr indolent and supremly carels: …， (25) 
と述べており、むしろこの散漫な感じを利用して気怠さを表現しようとしたとも考えられる。
次に感覚の融合によって物語性が感じられる作品のレベル 1、 2 とレベル 3 の分布状況を見
ょう。 Melanchoy は視覚(表 4)から味覚(表 5)へと感覚が融合する作品である。
[1] dep. globed. gren. pale. ruby [2] see [3] eye. shade. rainbow. rose. peony 
[1] ー [2] glut. sip. taste [3] fed upon. grape. palate. poison. salt. tongue 
第二連では、レベル 3 がレベル 1 に包囲され、視覚の文脈が与えられ、その結果、レベル 3
が意味のずれを起こし、視覚の感覚表現として認知される。(斜字体、太字は筆者。)
But when the melanchoy fit shal fall 
Suden from heavn like a weping cloud ， 
That fosters the drop-head flowers all ， 
And hides the gren hill in an April shroud ; 
Then glut thy sorw on a mornig rose ， 
Or on the rainbow of the salt sand-wave ， 
Or on the wealth of globed ρeonies; 
Or if thy mistres some rich anger shows ， 
Emprison her soft hand ， and let her rave ， 






第三連では、レベル 2 によって味覚の文脈が与えられ、レベル 3 が味覚の感覚表現として認
知される。味覚の文脈がレベル 2 によるものなので少し弱いが、レベル 3 に味覚と密接な関係




She dwels with Beauty- Beauty that must die ; 
And Joy ， whose hand is evr at his lips 
Bidng adieu; and aching Pleasur nigh ， 
Turnig toρ oison while the be-mouth sips_-
Ay ， in the very templ of Delight 
Veild Melanchoy has her sovran shrine ， 
レベル3，2毒、すする
Though sen of noe save him whose strenuos tongue レベル3 舌
Can burst Joy's grape aginst his ραlate fine; 
His soul shal taste the sadne of her might ， 
And be among her cloudy trophies hung_ 
レベル3，3 葡萄、口蓋
レベル2 味わう
Autumn では 3 つの感覚が融合する。第一連(触覚・表 6 )、第二連(視覚・表7)、第三連
(聴覚・表 8) の感覚表現ではない語がレベル 1、 2 と共起し、レベル 3 として認知される。
なお触覚は第三連にもよく現れており、この詩の背景的な感覚としても機能している。
表 6 Autmn [touch] 
[1] clamy ， light ， soft ， treble ， warm [2] touch [3] plump ， swel 
表 7
[1] aloft ， smal ， red ， rosy [2] hue ， look(n.) ， se ， watch [3] fwne ， poy 
表 8 Autmn [hearing] 
[1] loud [2] bleat ， sing ， twiter ， wailful ， whistle [3] choir ， mourn ， music ， song ， wind 
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Nightngale とPsyche の各レベルの分布は以下の通りである。 Nightngale は第五連まで視
覚(表 9 )が優勢であるが、それ以後は聴覚(表10) が優勢になる。 Psyche は全体に亘って、
視覚(表1) と聴覚(表12) が並立している。いずれも感覚表現ではない語がレベル 1 、 2 と
共起して視覚や聴覚の文脈を得ることで、レベル 3 として認知されている。
表 9 Nightnale [sight] 
L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L10 
S 1 1，3 
S 2 1 1 2 1 2 1 2 3，1 
S 3 1 1 1 1，3 
S 4 2 3 3 3 2 1，3 
S 5 2 3 1 1 2 
S 6 3 3 1 
S 7 1，3 
S 8 1 3，3 
[lJ blushful ， dep ， dim ， gray ， gren ， hig ， lead 巴n，lustrous ， pale ， pasing ， purple ， verduos ， violet ， 
white [2J ev ， se ， su 巾 urnt ，unse ， viewles ， wink at [3J darkling ， darknes ， dream ， ey ， fade ， glom ， 
night ， midnght ， mon ， stary ， shadow ， vision 
表1日 Nightnale [hearing] 
L 1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L1 0 
S 1 2 2，3 
S 2 2 
S 3 2，2 
S 4 3 
S 5 3 1 
S 6 2 2，3 1 2，3 3 
S 7 2，2，2 3 
S 8 3 2 3 I 3 
[lJ murous ， quiet ， still [2J ca l1， groan ， hear ， heard ， 1ほ en ，melodius ， sing ， song ， toll ， voice [3J an-
them ， be l1 brez ， ear ， ful-throated ， music ， pastoral ， requim ， rhyme 
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表11 Psyche [sight] 
L 1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L10 Ll L12 
2 3 2 1 2 
L13 L1 4 L15 L1 6 L1 7 L18 L19 L20 L21 L2 L23 L24 
2 1，1，1 3，1 3，1 
L25 L26 L27 L28 L29 L30 L31 L32 L3 L34 L35 L36 
1，3 3 3 1 1 
L37 L38 L39 L40 L41 L42 L43 L4 L45 L46 L47 L48 
1 2，3 3 
L49 L50 L51 L52 L53 L54 L5 L56 L57 L58 L59 L60 
I 1 1 1 
L61 L62 L63 L64 L65 L6 L67 * * * * * 
3 1 1，3 
[IJ auroen ， blue ， bright ， dark ， dep ， far ， lucent ， pale ， rosy ， saphire ， shadowy ， silver-white ， tyrian ， 
wide [2J espy ， eyd ， se [3J ey ， glow-worm ， midnght ， night ， star ， vision 
表12 Psyche [hearing] 
L 1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L10 Ll L12 
2，2，3 2 3 
L1 3 L14 L15 L16 L17 L18 L1 9 L20 L21 L2 L23 L24 
1 1 2 
L25 L26 L27 L28 L29 L30 L31 L32 L3 L34 L35 L36 
2 2，3，3 3 
L37 L38 L39 L40 L41 L42 L43 L4 L45 L46 L47 L48 
3 1 1 3 ，2 2，3，3 
L49 L50 L51 L52 L53 L54 L5 L56 L57 L58 L59 L60 
1，3 3，3，3，3 1 
L61 L62 L63 L64 L65 L6 L67 * * * 本 * 
3 
[IJ flutering ， hused ， murmur ， calm-breathing ， quietnes [2J beU ， bid ， hear ， moan ， number ， sing ， tune-
les [3J be ， bird ， choir ， ear ， lute ， lyre ， ora c1 e， pie ， stream ， voice ， wind ， zephyrs 
おわりに
元々、感覚表現ではない語が、レベル 1 や 2 によって特定の感覚による文脈を与えられると、
レベル 3 として認知される仕組みは換轍である。この換機を可能にするのが、レベル 3 の連想
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Twinkle ， twinkle ， litle star'/How 1 wonder what you are ，/Up above the world so 
hig ，/Li ke a diamond in the sky./Twinkle ， twinkle ， litle star ，/How 1 wonder what 
you are! 
この感覚は、 twinkle 、litle 、up 、above 、hig という視覚を表すレベル 1 によって視覚の
文脈が与えられた結果、本来、感覚表現ではないdiamond の連想的意味(キラキラ光る)が活
性化され、重要な人間の認知能力の一つである換輸により、意味が「輝き」に横滑りした(レ
ベル 3 として認知された)からである。人間の言語は、複雑な意味の繋がり (semantic net-
work) により成り立っていることが、感覚表現の分析からも十分に認識できる。
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